
 

 

 

薬剤師の需給状況調査結果について 
 

 

１ 調査の背景・目的 

・下図のとおり、山口県の若手薬剤師は減少傾向にあり、薬学的な健康サ

ポートや在宅医療に対応するための必要な薬剤師を将来にわたって確保

するため、今後の薬剤師のあり方の検討が必要 

・そのため、県内薬剤師（薬局・病院）の不足状況や地域偏在、業種偏在、

離職状況、需要・供給状況の詳細や将来的な予測について、山口東京理

科大学薬学部下川教授に委託して、調査を実施 

 

  （図：山口県の若手薬剤師数の推移） 

 

 
 

 

２ 調査方法 

 ○薬剤師の需要推計 

  

 ○薬剤師の供給推計 

・薬剤師届等の統計値や、薬局、病院、学生のアンケート結果をもとに、

県内外への異動や、山口東京理科大学卒業生等による影響を考慮し計算。 

 

  

薬局薬剤師 病院薬剤師 その他の薬剤師 
◆薬機法で定められた最低必要

数から推計 

◆上記に加え、居宅等での調剤

業務を考慮した必要数の推計 

◆薬剤師一人当たりの入院患者

数（全国水準）に基づき推計 
 

一般診療所、介護保

険施設、大学、医薬

品関係企業、行政等

の薬剤師数を推計 

報告資料２ 



 

 

３ 調査結果（確報値） 
  
〇現在 

病院と薬局間、二次医療圏間の薬剤師の偏在を無視すれば、需給均衡 

・薬局薬剤師：長門、萩は慢性的な不足。それ以外は充足又は均衡 

・病院薬剤師：すべての二次医療圏で不足。特に、萩、柳井が著しく不足 
 
   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

2008年 2010年 2012年 2014年 2016年 2018年

2,891 2,977 3,053 3,197 3,232 3,274

勤務薬剤師数 2,891 2,916 3,032 3,091 3,236 3,294

69歳までの薬剤師数（退職者含む。） 2,851 2,863 2,949 3,013 3,136 3,153

79歳までの薬剤師数（退職者含む。） 2,980 2,999 3,096 3,169 3,309 3,378

0 -61 -21 -106 4 20勤務薬剤師数（供給）－需要

山口県全体の過去の薬剤師の需給関係

需要

供給
（薬剤師届数）



 

 

〇将来予測 

需要：今後、薬局での在宅医療への対応や病院での入院患者に対する薬剤

管理指導件数の増加に伴い、増加 

供給：今後新たに薬剤師となる者と退職・死亡者の数との関係から、 

2024年頃から横ばい、2034年頃から減少と推定 
 

⇒ 今後、本県における薬剤師不足の深刻化が予測 

  （2035年時点で、250～400人が不足） 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【Q6】山口県のどの地域（二次医療圏）で働きたい又は働いてもよいと思いますか。該当

する地域をすべて選択してください。図を見て回答してください。（お答えはいくつでも） 

(N=63) 

４ 結論 

 

今後、山口県において薬剤師不足による医療の質の低下を招かないよう

な対策が必要 

 

① 薬剤師の県内の地域偏在対策 

② 薬剤師の薬局・病院間の偏在対策 

③ 山口県へ若手薬剤師を誘引する対策 等 

 

 

＜以下参考：山口東京理科大学薬学生へのアンケート結果（抜粋）＞ 
 ○対象者数：３年生 138人、４年生 103人 

 ○回答者数：193人（回答率：80.1％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.8

46.1

2.6

8.8

1.6

4.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

薬局

病院

医薬品販売業

製薬企業(研究・開発、営業、その他)

公務員（衛生行政機関又は保健衛生施設）

大学院進学

その他

【Q2】あなたは本学を卒業後、どのような職業に就きたいと考え

ていますか。はっきり決まっていない場合でも現在最も第1希望と

思われる職業を1つだけ選択してください。（お答えは1つ）
(N=193)



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.0

47.7

24.4

5.7

46.6

14.5

69.9

20.7

74.6

66.8

73.6

35.2

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門性を活かせること

自分が成長できる環境があること（研修制度等）

何らかの形で地域に貢献できること

将来何らかの形で独立できること

長く働き続けられること

会社の規模・知名度があること

給与が高いこと

就職初期の金銭面での支援があること

福利厚生が充実していること

ワークライフバランスを重視した働き方ができること

人間関係が良いこと（先輩、知人がいること）

住み替えが必要になる転勤が少ないこと

その他

【Q8】あなたが就職先を検討するにあたって地域以外に重要視することは何で

すか。該当する項目をすべて選択してください。（お答えはいくつでも）
(N=193)

上段はN数、下段は％

Q1 あなたの出
身高校の所在す
る地域はどこで
すか。（お答えは

1つ）

全体
できれば山

口県で働きた
い

できれば他の
都道府県で働

きたい

特に勤務場所の
希望はない

53 25 17 11
100.0 47.2 32.1 20.8

18 1 14 3
100.0 5.6 77.8 16.7

19 0 16 3
100.0 - 84.2 15.8

73 0 61 12
100.0 - 83.6 16.4

30 2 22 6
100.0 6.7 73.3 20.0

その他の地方

Q4 あなたは、本学卒業後又は大学院修了後、どの地域で
働きたいと思いますか。（お答えは1つ）

山口県

山口県以外の中
国地方

四国地方

九州地方

上段はN数、下段は％

Q4 あなたは、本学卒業
後又は大学院修了後、
どの地域で働きたいと
思いますか。（お答えは

1つ）

全体
できれば山口県で働き

たいと思うだろう
できれば他の都道府県
で働きたいと思うだろう

特に勤務場所の希望は
ないと思うだろう

28 18 6 4

100.0 64.3 21.4 14.3

130 0 124 6

100.0 - 95.4 4.6

35 0 9 26

100.0 - 25.7 74.3

Q7 もし、山口県に薬学部を有する大学がなく他の都道府県にある大学の薬学部の学生だったとし
たら、あなたはどこで働きたいと思うと思いますか。（お答えは1つ）

できれば山口県で働き
たい

できれば他の都道府県
で働きたい

特に勤務場所の希望は
ない


